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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。　

*賛美　･･････････････････ 　３００番
*交読文　････････････････　７２番
*使徒信条　････････････・ 会衆一同
*頌栄　･･････････････････ 　１０７番
礼拝のための祈り　･･･････川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　３０４番

メッセージ　･･････････････ テモテを育てた母たち（２テモテ1:5-7）

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　２３４番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････ １５日より鄭先生が来られます。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同
*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70名与えられる　ように
・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れてお祈り下さい）

御霊も弱い＿＿＿を助けてくださいます。私たちはどのように祈ったらよいかわ

からないのですが、御霊ご自身が言いようもない深いうめきによって＿＿＿のた

めにとりなしてくださいます。　＿＿＿の心を探り窮める方は、御霊の思いが何か

をよく知っておられます。なぜなら、御霊は、神のみこころに従って、＿＿＿のた

めにとりなしをしてくださるからです。神を愛する人々、すなわち、神のご計画に

従って召された＿＿＿のためには、神がすべてのことを働かせて益としてくださ

ることを私たちは知っています。神は、あらかじめ知っておられる＿＿＿を、御子

の形と同じ姿にあらかじめ定められたからです。神はあらかじめ定めた＿＿＿を

さらに召し、召した＿＿＿をさらに義と認め、義と認めた＿＿＿にはさらに栄光を

お与えになりました。　主イエスの名によって。アーメン！（ローマ 8:26-30）

メッセージ概要

信仰と愛情によって子供を育てる母の存在は、実に偉大である。

ルツの義理の母ナオミは、夫に連れられて行った異国においても、嫁たちを信仰へと導き、ルツを立派な

信仰者へと育て上げてボアズの元に嫁がせた。また、ボアズの母ラハブも、偏見の目に晒されたであろう

環境の中にあっても、息子ボアズをしっかりとした信仰へと導き、御言葉を敬う信仰者へと育て上げた。

聖書には他にも偉大な母達がいるが、今回は、偉大な働き人テモテを育てた母親達を見ていきたい。

テモテは、パウロが出会った当初から見初められ、パウロから委ねられた重要なミッションを遂行し、パウロ

が投獄されると、彼の代わりに各地を宣教し、諸地方の教会を励まして回り、また、数々のパウロ書簡の共

同差出人となったほどの、重要な働き人だった。

彼がそのような強力な働き人へと育った背後に、この信仰篤き母・ユニケや、祖母・ロイスの存在があった。

彼女たちが住み、テモテが育った場所は、ルステラという町で、パウロが最初にここを訪れた時、彼はユダ

ヤの会堂ではなく、どこか公の場で宣教していたため、恐らくそこにはユダヤの会堂は無かったのだろう。

その代わり、町の門の所にはゼウス神殿があり(使徒14:13)、その神殿には常にゼウスの祭司が仕えてい

るという、現代日本のように異教的な空気に満ちた環境であった。

パウロがルステラで伝道している時、生まれつき足のきかない足なえが、信仰によって癒されたが、それを

見た群衆は、パウロ達を神々にしてしまい、祭司は彼らに、いけにえを捧げようとさえした。(使徒14:8-18)

その直後、群衆はユダヤ人の扇動によって、いとも簡単に心を翻し、今度はパウロを石打にしてしまった。

このように、彼の育った環境は、異教的で、節操が無く、あちらこちらへとなびき易い人達に囲まれていた。

テモテの父親はギリシア人であるが、名前が記されていない為、恐らく彼は信じるに至らなかったのだろう。

テモテは当初、割礼を受けていなかったが、もしかしたら父はユニケの願いを許さなかったのかもしれない。

そのように、節操なく異教的な環境の中、また、父親が不信仰であっても、偉大な働き人・テモテは、立派

に育った。何によってか。それは母の祈りと、御言葉の教育によって、そして、御霊の助けを得てである。

現代日本を生きる私達も、いかに異教的な雰囲気の中にあろうと、いかに信仰の無い家族が共に住んで

いようとも、祈りと御言葉によって聖めれば、主のために有用な働き人を育て上げる事が出来るのである。

私達には不可能に思える事でも、御霊の助けを得れば不可能な事は無く、辛く過酷に思える環境にあっ

ても、御霊に導かれるなら、さほど大変とも思わずに、主の働きをやってのけてしまえるものである。

テモテは、ユニケやロイスの元で成長したが、やがて、彼女らの元から出て、神の働きへと出る時が来る。

母はいつまでも子と共にいる事は出来ないが、聖霊はいつも私達と共におられ、主の働きを為す事を助

けて下さり、また、父なる神様の御前に、深いうめきによって、私達を取り成して下さるのだ。（ローマ8:26）

ツロ・フェニキアの女は、自分の娘のためにイエス様に願い続け、子犬呼ばわりされてもなお「主よ。そのと

おりです。でも、食卓の下の小犬でも、子どもたちのパンくずをいただきます。」と告白し、主から娘の癒し

をいただいた。（マルコ 7:24-30）　母の愛はこのように、子のためになら命を投げ出しても助けようとするが  、  

御霊はなお深く、私達を救わんとしてうめき、取り成し、助けて下さるのだ。

パウロはテモテに、この力ある御霊を奮い立たせ、いつも御霊に頼るよう勧めた。

「わたしが手を置いたことによってあなたに与えられている神の賜物を、再び燃えたたせるように勧めます。

神は、おくびょうの霊ではなく、力と愛と思慮分別の霊をわたしたちにくださったのです。」（２テモテ1:6-7）

たとえ肉の母はいなくても、実の母以上に私達を愛し、深いうめきによって執り成して下さる御霊は、いつ

も共におり、例え私達は臆病にならざるを得ないような状況に置かれたとしても、力を与え、愛を与え、何

を為すべきか・為さぬべきかの思慮分別をも、聖霊は与えて下さる。

私達は特に、信仰を育ててくれた霊的な母を敬うべきである。そして皆さん自身も、ロイスやユニケのように、

霊的ないのちを生み、偉大な働き人を育てるようになりますように！イエス様の名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1 部礼拝（韓国語通訳あり）　10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～

2 部礼拝                         　14:00
聖書通読会                       15:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～

水曜集会

　1 部                                   　13:00～

　2 部                                   　19:30～

金曜徹夜祈祷会                      21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 3巻 20号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年 5月 13日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


